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大阪難波ロータリークラブ週報 

今 日 の 卓 話 

８月６日（木） 

テーマ  創立記念卓話 

   「大阪難波ロータリー

クラブの沿革」 

卓話者   谷口 勉 会員 

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

８月２０日（木） 

テーマ  「自己紹介」 

卓話者   藤原 誠 会員 

     上拾石勲 会員 

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：森田 納  幹事：三島敏宏  会報・雑誌委員長：内園彰人  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

２０２６-２０２７年度 国際ロータリー会長  

オラインカ・ハキーム・ババロラ 

（第2660地区ガバナー 横田孝久） 

  ２０２６．８．６  №２３２４ 

これからの予定 

8月 8日（土）夏の家族会 

8月13日（木）休会           

8月20日（木）例会 

8月27日（木）例会・新入会員歓迎会 

8月29日（土）クラブ青少年奉仕合同委員長会議 

9月 3日（木）例会・定例理事会 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計   ￥１５０，５８０ 

本日までの累計   ￥６６０，５８０

7月末の予算額    ￥４７０，０００ 

出 席 報 告 

前回 ７月３０日 ３週前 ７月２日 

会 員 総 数 ７ ７ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率 8 6 . 4 8％ 

出 席 会 員 数 ５ ３ 名

出 席 率 ７ ３ ％ 

第５回例会  本日のプログラム 

開 会 （点鐘） 通算第２３２4回例会 

・国 歌     「君が代」 

・ロータリーソング「奉仕の理想」 

・歌        岡本優香さん 

・ピアノ      倉田栞名さん 

           髙山理帆さん（交替制） 

・来客紹介     友好委員 

 

会 食 

・会長報告     森田 納会長 

・幹事報告     三島敏宏幹事 

・委員会報告    各委員長 

・出席報告     出席委員 

・ニコニコ箱報告  ＳＡＡ 

・卓話  

 

閉 会 （点鐘） 

♪ 奉 仕 の 理 想 

 奉仕の理想に集いし友よ  

御国に捧げん我等の業  

望むは世界の久遠の平和  

めぐる歯車いや輝きて  

永遠に栄えよ  我等のロータリー  

ロータリー  

８月 会員誕生日 おめでとうございます 

      8月 2日 石井かおる会員      8月 4日 花城康輔会員      

      8月 7日 柴田 充会員      8月11日 大地庸元会員      

      8月15日 川浦文彦会員      8月18日 久保幸一会員      

      8月18日 川口栄計会員      8月23日 服部好惠会員      

      8月27日 上江ひとみ会員     8月30日 川上次郎会員    

     ミスターミズナンバＲＣ （ホームクラブ皆出席） 

白野陽一 林 博之 松浦孝尚 森田 納 清水一人 川浦文彦 内園彰人 

     ミスターミズバズセッション（フォーラム・ロータリーデー・地区大会皆出席） 

久保幸一 川口栄計 立花英司 福田 忠 森田 納 清水一人 秋田祐作 

川浦文彦 内園彰人      

     皆 出 席  （９名） 

久保幸一 川口栄計 立花英司 松田禎胤 福田 忠 川井宗次 藤原秀之 

河内 理 前田文恵      

 2025～2026年度 出席表彰 

年会費内の今年度分担金等の内訳 

1.ＲＩ（ロータリーインターナショナル）への人頭分担金 一人年間：85.5ドル 

2.ＲＩの規定審議会分担金               一人年間：1.0ドル 

3.ＲＩへの寄付及びポリオプラス寄付          一人年間：60ドル 

4.地区運営資金・地区活動資金             一人年間：17,000円 

5.米山奨学会への普通寄付               一人年間：6,000円 

6.「ロータリーの友」購読料              一人年間：3,300円 

【お知らせ】  

事務局夏休み   

８月１０日（月）～１４日（金） 

緊急連絡は三島幹事までお願いします。 

（携帯 ０９０－３４４３－６１３３） 

臨時総会議事録 

1.2025～2026年度会計報告が中川前会計から報告があり三島会計監査役から監査報告があ
り、承認される。 

2.2026～2027年度会計予算が福田会計から説明があり、承認される。 



★来客紹介：ありません。   
 
★会長報告：森田会長 
1.明治の初め、日本が招いた欧米人たちは口々に
「日本人は貧しいが、誠実で幸福そうだ」と記
しました。屈託のない笑顔を見せる子供たち
や、「貧乏人はいるが貧困者はいない」という
言葉。渡し舟で規定料金しか請求されなかった
ことや、宿に預けた貴重品が無造作に置かれた
まま戻ってきた驚きなど、彼らの目には不思議
な光景に映ったようです。進んだ文明と豊かな
暮らしを持っていた彼らに、なぜ日本人が幸福
そうに見えたのでしょうか。 

 江戸時代、約250年間の鎖国によって日本は天
下泰平を保ち、海に囲まれた環境の中で独自の
ルールや文化を育んできました。 

「なぜ外国人には日本人が貧しいのに幸福そうに
見えたのでしょうか？」 

 現代の私たちも同様の疑問を抱くのではないで
しょうか。その答えを示し、当時の貧しくも幸
せな雰囲気を今に伝えているのが「古典落語」
だと私は考えます。だからこそ、「落語は好き
ですか？」と問われれば、多くの人が「はい」
と答えるのでしょう。 

 拙い知識ではございますが、これから落語につ
いての私なりの思いをお話しできたらと思いま
す。 

 
★幹事報告：三島幹事 
1.本日例会終了後、臨時総会を開催させていただ
きますので、少しお残りください。 

2.来週例会終了後、定例理事会を開催させていた
だきますので、理事役員の方はご出席くださ
い。 

3.川浦会員ご推薦の百田哲邦氏の入会が決定いた
しました。8月20日インフォメーションと入会
式を予定しております。 

4.上期会費をまだお納めでないかたは、明日まで
にお振込みいただきますよう、お願いいたしま
す。 

5.8月13日は休会です。  
6.オラインカ・ハキーム・ババロラＲＩ会長よ
り、RI加盟から50周年を迎えられる貴クラブへ
表彰状と祝辞レターが届きました。  

 
★委員会報告 
◇社会奉仕委員会：大塚委員長 
令和8年熊本地震支援金ご協力のお願い 

◇出席率向上委員会：藤原秀之委員長 
6月度の出席率76.88％ 修正出席率80.81％ 
8/3(月)大阪西RCメークアップのご案内。場所は
大阪ステーションホテルです。 
 
◇国際交流三姉妹委員会：松田会員 
10/23からの三姉妹交流釜山へ訪問される方でパ
スポートコピーの提出をお願いしたい方にポス
ティグさせていただきました。 
 
◇５０周年記念誌委員会：三島委員長 
50周年を迎えての一言、本日締切となりますの
で、ご提出よろしくお願いいたします。 
 
◇友好委員会：川浦委員長 
1.8/8(土)夏の家族会のご案内。 
2.8/27(木)新入会員歓迎会を開催させていただき
ます。本日ご案内をポスティングさせていただ
きましたので、ご出席よろしくお願いいたしま
す。 

 
◇地区クラブ奉仕委員会：福田委員長 
地区委員会での活動報告書をいたします。クラブ
奉仕委員会の構成や方針・計画の資料を配布しま
した。 
 
★ニコニコ箱報告：赤坂副SAA  
森田 納：会長幹事慰労会、川浦委員長お疲れ様

でした。荻原元会長お世話になりまし
た。 

三島敏宏：会長幹事慰労会、有難うございまし
た。川浦委員長、友好委員の皆さまお
世話になりました。 

川口栄計：先週例会遅刻（欠席）お詫び。Eクラ
ブにてメークアップしました。 

福田 忠：森田会長、川浦友好委員長はじめ友好
委員の皆さま、昨日はありがとうござ
いました。今期よろしくお願いいたし
ます。 

立花英司：慰労会、ありがとうございました。 
久保幸一：会長幹事慰労会、ありがとうございま

した。川浦友好委員長はじめ友好委員
の皆様ありがとうございました。 

網干康史：会長幹事慰労会、友好委員会の皆さ
ん、ありがとうございました。改めま
して、立花直前会長、清水直前幹事、
一年間お疲れ様でした。 

中川静夫：会長幹事慰労会では川浦友好委員長は

じめ委員の方々お疲れ様でした。 

清水一人：慰労会、ありがとうございました。 

右田竹郎：会長幹事慰労会、ありがとうございま

した。 

赤坂 宏：例会欠席お詫び。 

秋田祐作：会長幹事慰労会、ありがとうございま

した。 

川浦文彦：先日は会長幹事慰労会、58名のご参加

ありがとうございました。 

田中浩弥：会長幹事慰労会、友好委員長はじめ皆

様ありがとうございました。 

井原純平：夏の家族会、よろしくお願いします。 

樽井克哉：会長幹事慰労会、ありがとうございま

した。本日テーブル懇親会よろしくお

願いします。 

柴田 充：昨夜は、友好委員会決起会お疲れ様で

した。今週末の8月1日で道頓堀みつる

が26周年を迎えることができます。こ

れもひとえに、皆様のおかげだと感謝

申し上げます。 

池上裕也：先日の会長幹事慰労会、お疲れ様でし

た。本日のテーブル懇親会楽しみにし

ています。 

 

★大阪難波ＲＡＣへのニコニコ箱報告 

森田 納：23日の例会、欠席すみませんでした。 

川口栄計：今期も頑張ってください。 

            累計￥１１２，０００ 

 

★卓話   テーマ 「各委員会活動計画説明」 

      司 会  秋田祐作副会長  

 

社会奉仕委員会         大塚哲平委員長 

地区補助金を活用し、フィリ

ピン・セブ島での社会奉仕活

動を実施します。先輩方が築

いた土台を継承しつつ国際奉

仕委員会と連携した新たな活

動に取り組むほか、10月の「み

なみフェス」でのポリオ根絶チャリティ募金や

2027年3月の献血活動を実施します。災害時にも

各委員会と連携し柔軟に対応してまいります。 

 

国際交流三姉妹委員会      河内理委員長の

代理で松田禎胤会員 

2026年10月の釜山西北RC主催

による三姉妹クラブ交流や、

2027年4月の台中西南RC50周年

記念式典への参加を通じて国

際交流を推進します。昨年度

の50周年記念式典で生まれた

良好な流れを継続し、新入会員をはじめ多くの会

員に興味を持ってもらえるようPRし、姉妹クラブ

との奉仕と親睦を深めます。 

 

米山奨学会委員会       岡野邦男委員長 

例年通り米山奨学会への支援

を実施し、本年度は昨年度の

寄付金額を上回ることを目標

に尽力いたします。会員の皆

様には十分なご理解をいただ

いた上で、普通寄付金および

特別寄付金へのご協力をお願い申し上げます。引

き続き温かいご支援をどうぞよろしくお願いいた

します。 

 

クラブ戦略計画委員会     松浦孝尚委員長 

創立50周年を終えた新たなス

タートとして、創立55周年に

向け会員100名を目指すとと

もに退会防止に注力します。

高齢会員も安心して参加でき

る魅力あるクラブづくりを進

め、若手とベテランが意見交

換できる環境を整えます。多様な年齢層が入会し

やすく、個々の成長と奉仕活動に貢献できる基盤

を作ります。 

 

クラブ研修委員会       網干康史委員長  

例年通り「ロータリーを知り

ましょう会」を年2回開催し

ます。ロータリーの歴史や意

義、本質を理解し、時代に

沿った奉仕などロータリアン

としての自覚を互いに高め合

います。経験豊富な元会長ら

を講師に迎え、入会年度の浅い方に限らず幅広い

会員の参加を呼びかけ、クラブの理解促進を図り

ます 

 

RYLA実行委員会        福田 忠委員長 

受講生を主役とし、体験・

交流プログラム（キャンプ

ファイヤーや太鼓部演舞

等）の充実や食事内容の向

上を図ります。詰め込みす

ぎない時間配分や初日の丁

寧なオリエンテーションにより、研修目的の

理解を深めます。多くの会員が関わる体制を

整え、受講生が成長できる思

い出深いプログラムを構築し

ます。 

前回の記録  第４回 ７月３０日（木） 

 ８月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」です 



ＢＧテーブル懇親会 議事録 

日時：2026年7月30日（木）18時〜20時 

場所：北極星 心斎橋本店 

出席者：（B）西原会員・伊藤会員・宮本会員・樽井会員・人見会員・藤井一樹会員 

    （G）福田会員・大塚会員・田邊会員・池上会員 

     森田会長・三島幹事 

議題 「ロータリー財団の主要基金の考え方と向き合い方」 

 

まず、ロータリー財団には、年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金という3種類の主

要基金があることが共有され、それぞれがロータリーの奉仕活動を支える重要な役割を

担っているとの説明がありました。 

基金への寄付は、単に資金を提供するだけではなく、ロータリーが社会に対して奉仕を

行うための基盤であり、私たちロータリアンの存在意義にも関わるものであるとの意見

が挙がりました。ロータリアンが基金に寄付することで、その資金が補助金として地域

やクラブの奉仕活動に活用され、より規模の大きな活動にも取り組むことができます。 

また、ロータリー財団の基金は、一方的に与えられるものではなく、自らが寄付という

形で支え、その資金を補助金として奉仕活動に生かすという、「与える側」と「与えら

れる側」の両方の側面を持つ仕組みであるとの意見も出ました。 

寄付はあくまでも強制されるものではありませんが、基金を支えることは、ロータリア

ンとしての存在意義の一つでもあるという認識が共有されました。自由意思を尊重した

うえで、基金の目的や仕組みを正しく理解し、自らができる範囲で参加することが大切

であるとの意見もありました。 

以上の意見を通じて、ロー

タリー財団の基金は、ロー

タリアン同士が支え合い、

より大きな奉仕を実現する

ための重要な仕組みである

ことを、改めて考える機会

となりました。 

オラインカ・ハキーム・ババロラＲＩ会長より、ＲＩ加盟から  

５０周年を迎えた当クラブへ表彰状と祝辞レターをいただきました 

令和8年熊本地震支援金 

２０２６年７月２８日に発生しました 

地震に対する支援金 

ご協力ありがとうございました。 

８９，０００円 

第2660地区へ送金いたしました。 

とりまとめて第2720地区へ届けられます。  


